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平成 27 年度里山ボランティア養成コース入学式

　卒業生が、各地の里山活動の中心となってその輪を広げるよう、効果的な支援を
関連機関・団体と協働で推進したい。

今後の展望

達成できなかったこと
　本事業のゴールは、修了生が実際に各地の里山で活動し、千葉の里山を元気にす
ることであり、今回のカレッジはその第一歩である。今後、卒業生の各地での活躍
を期待したい。

　平成 15 年の千葉県里山条例制定を機に活発化した千葉の里山活動を、さらに継
続発展させる課題として顕在化した、「ボランティア要員の確保」と「リーダーの育成」
に対応する。
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ちば里山カレッジの開催
（特非）　ちば里山センター

①ちば里山カレッジボランティア養成コース（平成 25、26、27
年度開催　10 日 / コース）：里山活動に必要な知識や技能を座
学と実習を通して体系的に学び、継続的に里山活動に参加する
市民の育成 ②ちば里山カレッジ次世代リーダー養成コース（平
成 26、27 年度開催　10 日 / コース）：里山の保全再生に加え、
自然環境、バイオマス、新たな公共、団体の運営といった総合
的視点で活動し、情報発信する人材の育成。

フィールド実習
「里山整備作業」

　里山活動に必要な知識と技能の習得にとどまることなく、習得したその知識と
技能を活用し、継続的に各地域の里山活動に参加し、ちばの里山を元気にする。

●成果   
　ボランティア養成コース修了生 106
名中、終了時里山活動に参加中47名、
今後参加予定 59 名で、目標の 70%
以上を達成。リーダー養成コースも、
修了生全員が卒業レポート「私の里
山活動」を作成し、目標を達成した。
●工夫  
　修了生が里山活動にスムースに入
れるよう、フィールド研修及び里山
活動団体で実習等のカリキュラムを
工夫した。


